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MC-2

MC-4

総延長350m
水深 -１６m

総延長400m
水深 -20m

総延長350m
水深 -１６m

総延長400m
水深 -20m

MC-1

MC-3

Ａ.1 ① 国際交通・物流機能の強化

国名 港名 バース（供用中）
（水深-16m以上）

日本

6

東京 0

横浜 2

名古屋 2

　大阪※ 1

神戸 1

韓国 釜山 17

中国 上海 16

a 首都圏空港の容量拡大・機能強化

b 集中投資による戦略港湾の整備

c 環状道路の一刻も早い完成 および アクセス道路の整備

①	大水深岸壁の拡充
最近のコンテナ船の大型化に対応するため、世界で
は大水深岸壁（-16ｍ以上）の整備が進んでいる中、
日本は遅れをとっている。大型コンテナ船が着岸で
きない港は基幹航路（北米・欧州等～アジア）から外
され、日本発着貨物が釜山港等のアジア主要港で中
継されることになる。既に2008年時点で日本発着
貨物の18％がアジア主要港経由になっており、これ
に歯止めをかけ基幹航路を維持・拡大し、ハブ港とし
ての機能拡充を図るべく、大水深岸壁の拡充が急務
である。

①	大都市環状道路
	（首都圏・近畿圏・名古屋圏）
環状道路の整備によって、都心に流入する通過交通
が減少すれば、混雑が緩和される。また、物流拠点が
環状道路と放射道路の交点に配されることで、物流シ
ステムが効率化でき、都市物流の劇的な変革が可能
になる。特に、首都圏三環状道路の整備は、都心の慢
性的な渋滞の解消により、空港・港湾整備との相乗効
果が期待される。北京やソウルでは、環状道路は最大
8車線で、すでに100％完成するなど、東京を追い越
す整備水準となっており、早期完成が望まれる。

①	羽田空港の更なる拡張
羽田空港は再拡張事業が完了し４本目のＤ滑走路が完成したが、羽田空
港に対する航空需要は旺盛で、利便性の向上や、発着回数をもう一段増
やすための検討を進め、更なる拡張を実現することが急がれる。

●国際線ターミナル拡充	 ●Ｃ滑走路延伸
●A滑走路南側延伸	 ●Ｅ滑走路新設

●	京浜港の水深 -16ｍ以上級岸壁数の大幅増

●	首都圏三環状道路

■	京浜港（南本牧ふ頭） ■	供用中の-16ｍ岸壁数

■	都心環状線を利用する交通の内訳

※MC-3は施工中、MC-4は計画
出典：京浜港国際コンテナ戦略港湾計画書の概要

出典：国土交通省資料
出典：『東京都「10年後の東京」への実行プロ

グラム2011』

※大阪港は-14mで暫定供用
出典：国土交通省資料

2010年度末現在…整備率：47%
➡10年後の目標（東京都）…整備率：90%

大都市の国際競争力強化視点 2

羽田・成田の利便性の大幅向上に

国際コンテナ戦略港湾に選定された、

計画から40年を
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さいたま新都心

新宿

横浜

東京
千葉

成田空港

羽田空港

一部移転
による再編

大井コンテナ
ターミナル（既設）
（７バース）

大井ふ頭南側埋立（新設）
（バン・シャーシーブール）

中央防波堤外側コンテナ
ターミナル（新設）
（３バース）

青海コンテナ
ターミナル（既設）
（５バース）

1980年 2009年速報値
港名 取扱量 港名 取扱量

1 ニューヨーク/ニュージャージー 195 1（1） シンガポール 2,587
2 ロッテルダム 190 2（2） 上海 2,500
3 香港 146 3（3） 香港 2,098
4 神戸 146 4（4） 深圳 1,825
5 高雄 98 5（5） 釜山 1,195
6 シンガポール 92 6（8） 広州 1,119
7 サンファン 85 7（6） ドバイ 1,112
8 ロングビーチ 83 8（7） 寧波 1,050
9 ハンブルク 78 9（10） 青島 1,026
10 オークランド 78 10（9） ロッテルダム 974

… …
12 横浜 72 26（24） 東京 374

… …
16 釜山 63 36（29） 横浜 280

… …
18 東京 63 -（39） 名古屋 ※282

… …
39 大阪 25 -（44） 神戸 ※256

… …
46 名古屋 21 -（50） 大阪 ※224

より、東アジアのハブ空港としての地位を確立

京浜港・阪神港への徹底した集中投資により、相対的な国際的地位低下を挽回

経過しても未完成の首都圏三環状道路をはじめ、経済効果の大きい道路を最優先で整備

●	国道357号
●	横浜環状道路

●	リニア超高速鉄道  距離：80㎞／時速：300㎞／所要時間：15分

●	京浜港のコンテナターミナル新設・再編による機能向上②	コンテナターミナルの
	 拡張・高度化
基幹航路を維持・拡大するためには、
貨物取扱可能量の増加と、利用効率の
向上を目指した、コンテナターミナルの
新設・再編が必要である。

②	超高速鉄道による羽田・成田の
	 一体的運用
現在、羽田・成田両空港間の鉄道での所要時間は、最短で
も90分以上がかかることから、首都圏空港の乗り継ぎ機
能は十分な状況にあるとは言えない。羽田・成田両空港間
に、超高速鉄道を導入し、ターミナル間を移動する時間と
ほぼ同レベルの十数分程度で両空港間を移動できる環境
を整備することにより、羽田・成田の一体的運用を実現す
ることが出来る。

②	首都圏空港・戦略港湾のアクセス道路
空港や港湾などの拠点とのア
クセス性を向上させ、交通・物
流の効率化を進めるため、早期
整備を進める必要がある。

■	京浜港（東京港） ■	港湾別コンテナ取扱個数の推移（万TEU）

■	横浜環状道路

■	国道357号

出典：成長戦略会議神奈川県知事資料

出典：『東京都「10年後の東京」への実行プログ
ラム2011』

出典：国土交通省関東地方整備局川崎国道事務所資料より作成出典：横浜市道路局ホームページ

第三京浜道路

東名高速道路

保土ヶ谷
バイパス

横浜横須賀
道路

横浜湘南道路
（圏央道）

横浜環状南線
（圏央道）

横浜環状道路
西側区間

横浜環状北西線

横浜ベイブリッジ

横浜環状北線

横浜新道

金沢支線

武相幹線

三ツ沢線 横羽線

湾岸線

供用中

事業中
調査中

（早期事業化）
調査中

湾岸線

狩場線

出典：国土交通省関東地方整備局資料
（　）内は2008年の順位
※の取扱量は2008年の値

京浜港の利便性向上

アジアの商圏・物流網で中心的役割を担うためには、空港・港湾・道路をはじめとする国際交通・物流インフラに
ついて、集中投資による早期の大規模・高規格化が求められます。

供用区間
事業化区間
計画区間

東京港

川崎港

横浜港

臨海
道路

東京港トンネル

多摩川トンネル

川崎航路トンネル

大黒~扇島間
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「選択」と「集中」によるインフラ整備


